
第
三
十
八
回
通
常
総
会

総
代
会
開
催

　

初
秋
の
候
と
な
り
ま
し
た
が
会
員
の

皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
事
と

存
じ
ま
す
。

　

平
素
は
組
合
事
業
に
格
別
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
会
の
運
営
も

お
陰
様
に
て
、
順
調
に
推
移
し
て
お
り

ま
す
こ
と
、
心
か
ら
感
謝
と
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
６
月
19
日
（
木
）
に
は
第
38
回

通
常
総
会
も
大
勢
の
来
賓
、
賛
助
会
員

の
皆
様
方
ご
臨
席
の
も
と
無
事
終
了
し
、

新
年
度
事
業
も
既
に
始
ま
っ
て
お
り
ま

す
。

　

総
会
で
は
年
次
報
告
、
事
業
計
画
案
、

収
支
予
算
案
、
総
会
後
の
懇
親
会
の
隔

年
開
催
、
新
年
理
事
会
隔
年
開
催
、
27

年
度
よ
り
組
合
費
３
０
０
円
の
値
上
げ

案
等
併
せ
て
上
程
さ
れ
、
全
議
案
が
原

案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
経
費

節
約
に一
層
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の

上
で
会
費
の
値
上
げ
を
、
会
員
の
皆
様

方
に
是
非
ご
承
知
頂
き
、
ご
協
力
賜
り

ま
す
よ
う
、
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
最
重
要
課
題
は
組
合

組
織
の
強
化
を
進
め
る
こ
と
で
あ
り
ま

す
。

一　
支
部
再
編
を
地
域
保
健
所
に
合
わ

せ
て
組
織
改
正
を
行
い
ま
す

二
　
支
部
総
会
未
開
催
支
部
の
開
催
実

　

　

長
野
県
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組

合
の
第
38
回
通
常
総
会
・
総
代
会
が
、

６
月
19
日
（
木
）
長
野
市
の
ホ
テ
ル
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た

　

平
成
25
年
度
の
事
業
報
告
及
び
収

支
決
算
報
告
、
平
成
26
年
度
の
事
業

計
画
案
及
び
収
支
予
算
案
、
運
営
資

金
借
入
限
度
額
の
承
認
、
財
務
委
員

会
の
検
討
課
題
、
事
業
委
員
会
の
検

討
課
題
等
の
議
案
が
あ
り
ま
し
た
。

財
務
委
員
会
か
ら
今
後
の
総
会
、
理

事
会
の
開
催
方
法
に
つ
い
て
、
ま
た
平

成
27
年
度
か
ら
の
組
合
費
の
値
上
げ

に
つ
い
て
の
議
案
も
あ
り
ま
し
た
が
、

す
べ
て
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

功
労
者
へ
の
表
彰
が
あ
り
、
受
賞

者
を
代
表
し
て
知
事
表
彰
の
竹
内
良

元
氏
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

総
会
及
び
総
会
後
の
懇
親
会
に
お

い
て
は
、賛
助
会
員
様
、特
別
会
員
様
、

来
賓
の
方
々
、多
数
ご
出
席
い
た
だ
き
、

通
常
総
会
・
総
代
会
が
無
事
終
了
い

た
し
ま
し
た
。

施
を
支
援

三
　
全
支
部
三
役
の
選
任

　

長
野
県
に
於
い
て
は
平
成
9
年
、
行

政
組
織
の
ス
リ
ム
化
、
効
率
化
を
図
り
、

よ
り
効
果
的
な
県
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
行
う
た
め
、
保
健
所
の
統
廃
合
に
よ

り
17
箇
所
か
ら
10
箇
所
に
再
編
さ
れ
、

現
在
、
長
野
市
含
め
11
箇
所
に
再
編
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
県
飲
食
業
生

同
組
合
は
18
支
部
に
て
組
織
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

す
で
に
（
一社
）
食
品
衛
生
協
会
・（
一

社
）
調
理
師
会
様
は
地
域
保
健
所
単
位

支
部
に
よ
る
、
活
動
を
行
っ
て
お
り
県

行
政
の
監
督
、
指
導
を
受
け
て
お
り
ま

す
。
反
面
、
当
組
合
は
（
公
財
）
県
営

業
指
導
セ
ン
タ
ー
、（
一
社
）
県
生
衛
組

合
連
合
会
に
参
加
し
て
い
る
の
が
現
状
で

あ
り
ま
す
。

　

組
合
組
織
強
化
に
は
県
と
特
に
、
地

域
保
健
所
の
指
導
、
支
援
等
ご
協
力
を

賜
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
組
合
運
営
は
会
員
の
浄
財

（
会
費
）
で
賄
わ
れ
、
代
議
員
制
に
て
進

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
全
会
員

ご
承
知
の
事
で
あ
り
ま
す
。
末
端
の
支

部
会
員
の
皆
さ
ん
に
会
費
の
使
い
道
、

事
業
活
動
を
報
告
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
ま
す
。
誠
に
残
念
で
す
が
、
支
部

総
会
が
行
わ
れ
て
い
な
い
支
部
が
あ
り
ま

す
。
組
合
の
信
用
は
、
会
員
の
信
頼
を

得
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
会
員
に

報
告
す
る
数
少
な
い
機
会
で
あ
る
、
支

部
総
会
の
開
催
無
し
で
は
信
用
も
得
ら

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
支
部
総
会
を
し

よ
う
に
も
で
き
な
い
、
小
さ
な
支
部
の

あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。
県
も

支
部
総
会
開
催
に
必
要
な
応
援
を
惜
し

　

み
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
隣
接
の
大
き
な

支
部
の
協
力
が
あ
れ
ば
で
き
る
、
年
に 

一

度
、
一 

同
に
会
し
、
明
確
な
収
支
、
事

業
報
告
等
を
議
論
す
る
こ
と
に
よ
り
、

飲
食
業
の
切
磋
琢
磨
し
た
仲
間
同
志

が
、
活
か
し
あ
い
親
睦
を
図
る
こ
と
、

そ
れ
こ
そ
が
組
合
員
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
り

ま
す
。

　

会
報
47
号
を
支
部
長
さ
ん
を
通
し

て
、
全
会
員
に
お
届
け
し
ま
す
。
生
衛

法
で一県
一業
種
に
定
め
ら
れ
て
い
る
、
特

別
法
人
で
あ
る
こ
と
の
矜
持
を
持
ち
、

飲
食
生
同
組
合
の
P
R
を
店
頭
や
、
同

業
の
仲
間
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

組
合
の
事
業
活
動
が
今
後
と
も
何
か

と
多
く
な
る
な
か
で
、
誠
に
恐
縮
で
す

が
倍
旧
の
ご
支
援
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
皆
様
の
更
な
る
ご
繁
栄
と
ご

健
勝
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
挨

拶
と
致
し
ま
す
。

長野県飲食業
生活衛生同業組合
理事長　荻原　好

第
四
七
号

第
四
七
号

平成26年10月発行

理事長あいさつ

総代会無事終了



支部長紹介

支
部
の
「
声
」

佐
久
支
部

　
副
支
部
長
　
浅
沼
桂
二

受
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

厚
生
労
働
省
健
康
局
長
表
彰

 

宮
崎
晴
美 

上
小
支
部

全
国
中
央
会
理
事
長
感
謝
状

 

和
田
暮
男 

伊
那
支
部

全
飲
連
会
長
表
彰

 

藤
田
吉
孝 

佐
久
支
部

 

高
橋
和
子 

上
小
支
部

 

馬
場
義
樹 

長
野
支
部

 

関
澤
良
直 

長
野
支
部

知
事
表
彰

 

竹
内
良
元 

須
高
支
部

県
連
合
会
長
表
彰

 

坂
井
昌
弘 

佐
久
支
部

 

成
澤
美
智
子 
上
小
支
部

 

高
島
美
代
子 
長
野
支
部

 

坂
口
恵
美
子 
長
野
支
部

理
事
長
表
彰

 

竹
内
則
子 

上
小
支
部

 

熊
谷
芳
巳 

飯
田
支
部

 

光
沢
美
保
子 
飯
田
支
部

 

遠
藤
み
ど
り 
大
北
支
部

 

宮
沢
よ
し
江 
上
山
田
支
部

 

阿
部
松
枝 

中
高
支
部

 

高
山
利
明 

長
野
支
部

 

小
林
サ
チ
子 
長
野
支
部

佐
久
支
部 
武 

田 

雅 

成

小
北
支
部 
杉
浦
鍈
二
郎

上
小
支
部 
宮 

崎 

晴 

美

諏
訪
支
部 
武 

川 

智 

幸

湖
北
支
部 
山 

本  

一  

栄

伊
那
支
部 
岩 
原　
  

集

飯
田
支
部 
小 
林  
一  

夫

松
本
支
部 
藤 
井 
國 
廣

塩
尻
支
部 
藤 

森 
志 
展

◇
来
た
る
10
月
28
日
（
火
）

ホ
テ
ル
ニュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に
お
い
て

　

平
成
26
年
度
生
活
衛
生
功
労
者
に

対
す
る
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

安
曇
野
支
部 
清 

水　

  
充

大
北
支
部 
新
津
か
つ
子

上
山
田
支
部 
東 

野 

洋  

一

戸
倉
支
部 
吉 

澤 

郁 

夫

更
埴
支
部 
滝 

澤 

伸  

一

須
高
支
部 
新 

村 

孝 

正

中
高
支
部 
阿 

部 

松 

枝

長
野
支
部 
松 

尾 

久 

雄

飯
山
支
部 
服 

部 

嘉 

夫

　

こ
ん
に
ち
は
、
私
は
岩
村
田
料
飲

組
合
長
と
県
飲
食
生
同
佐
久
支
部
の

副
支
部
長
を
、
今
期
よ
り
任
命
さ
れ

ま
し
た
、
旅
館
・
割
烹
あ
さ
や
を
経

営
し
て
お
り
ま
す
浅
沼
と
申
し
ま
す
。

今
回
、
武
田
支
部
長
よ
り
「
飲
食
生

同
だ
よ
り
」
へ
の
記
事
掲
載
を
依
頼

さ
れ
、
思
い
切
っ
て
あ
り
の
ま
ま
皆
様

に
現
在
の
支
部
で
の
動
き
を
、
ご
報

告
と
言
う
形
で
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

実
は
私
た
ち
岩
村
田
料
飲
組
合
、

新
執
行
部
は
料
飲
組
合
を
預
か
る
ま

で
は
、
料
飲
組
合
も
飲
食
生
同
も
メ

リ
ッ
ト
も
無
い
の
に
何
故
入
ら
さ
れ
て

い
る
の
か
？
疑
問
で
し
た
。
ま
た
組
合

脱
会
者
、
新
規
事
業
者
が
組
合
に
入

ら
な
い
等
の
末
期
的
状
況
を
見
て
き

て
、
自
分
も
何
時
辞
め
よ
う
か
、
考

え
て
も
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
組
合

を
預
か
る
以
上
は
、
組
合
員
の
為
の

組
合
作
り
を
し
な
け
れ
ば
と
、
色
々

試
行
錯
誤
し
て
み
ま
し
た
。
し
か
し
、

飲
食
生
同
無
し
で
出
来
る
こ
と
も
幾

つ
か
あ
り
ま
し
た
が
、
年
会
費
対
効

果
は
飲
食
生
同
会
員
で
あ
る
メ
リ
ッ
ト

の
方
が
遥
に
多
い
、
と
言
う
こ
と
が
は

　

  （
一 

社
）全
国
生
活
衛
生
同
業
組
合

中
央
会
、各
生
活
衛
生
同
業
組
合
連

合
会
等
に
お
い
て
、本
年
よ
り
11
月
を

「
生
活
衛
生
同
業
組
合
活
動
推
進
月

間
」（
以
下「
推
進
月
間
」と
い
う
。）と

定
め
、関
係
機
関
や
関
係
団
体
の
連
携

っ
き
り
と
解
って
来
た
の
で
し
た
。

　

飲
食
生
同
と
言
え
ば
カ
ラ
オ
ケ
の

著
作
権
利
用
料
の
割
引
、
資
金
調
達

（
融
資
）
位
し
か
頭
に
浮
か
ば
な
か
っ

た
の
も
事
実
で
す
。
そ
し
て
、
私
た

ち
の
組
合
で
は
、
飲
食
生
同
は
全
員

加
入
が
原
則
で
、
細
か
な
説
明
も
な

く
入
会
金
と
年
会
費
が
徴
収
さ
れ
て

い
た
の
で
し
た
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
ま

ず
、
全
員
加
入
か
ら
任
意
加
入
の
手

続
き
を
取
り
、
同
時
に
飲
食
生
同
の

メ
リ
ッ
ト
も
添
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
ま

た
新
た
な
事
実
を
知
る
こ
と
に
…
な

ん
と
！
組
合
員
の
８
割
ほ
ど
が
組
合
費

の
内
訳
、
食
協
と
の
区
別
す
ら
分
か

ら
ず
に
い
た
事
で
し
た
。
怒
り
の
中
か

ら
電
話
で
、
私
に
連
絡
を
く
れ
た
組

合
員
も
い
て
、
丁
寧
な
説
明
と
今
後

の
活
動
目
標
を
説
明
す
る
と
再
入
会

し
て
く
れ
ま
し
た
。（
感
激
で
す
！
）

　

今
、
各
種
組
合
・
団
体
は
入
会
者

不
足
に
悩
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
今
回
の
私
た
ち
の
行
動
は
、

組
合
員
に
刺
激
を
与
え
、
ま
た
組
合

に
対
し
て
、
注
目
す
る
結
果
と
成
り

ま
し
た
。
そ
し
て
今
後
の
取
り
組
み

は
、
ま
ず
組
合
員
全
員
に
メ
ー
ル
に
よ

る
連
絡
網
を
構
築
し
、
確
実
に
伝
え

る
事
。
組
合
費
の
使
い
方
、
組
合
の

た
め
の
会
員
で
は
な
く
、
組
合
員
の
た

め
の
組
合
で
な
け
れ
ば
未
来
は
無
い
の

で
、
組
合
員
の
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
事
が

あ
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
取
り
入
れ
伝
え

て
行
く
つ
も
り
で
す
。
飲
食
生
同
は

そ
の
た
め
に
も
、
重
要
な
位
置
づ
け
に

成
っ
て
行
く
も
の
と
思
い
ま
す
。
我
々

も
今
後
、
微
力
な
が
ら
飲
食
生
同
に

協
力
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

飲食生同だより  No.47－２

受
賞
者

　

  

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　
　

  

磯
辺
勝
行　

中
高
支
部

　

  

中
央
会
理
事
長
表
彰

　
　

  

武
川
智
幸　

諏
訪
支
部

安   曇   野   支   部

安曇野市豊科480

支部長
清水　充

中華料理

花　月 と よ 田 かなで庵 志の寿し ア　ベ

副支部長
豊田 修身

えびよし

会  計
下里 久代

食  彩

会計監事
赤羽 強志

事務局
阿部 正人

レストラン

0263（72）3227
安曇野市豊科4321の3

0263（72）3437 0263（82）6352 0263（82）4926
安曇野市穂高8148の6安曇野市穂高565の6安曇野市穂高6079

0263（82）6047

授賞式のようす

の
も
と
に
、生
衛
組
合
の
周
知
広
報
や

組
合
活
動
の
活
性
化
の
た
め
の
取
り
組

み
を
重
点
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
お
り
、こ
れ
ら
の
活
動
と
連
携
す
る

こ
と
に
よ
り
、生
衛
業
の
衛
生
水
準
の
確

保
・
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。



委員長　松尾久雄

委員長　和田暮男福祉厚生委員会

軽減税率制度についての与党税制協議会へ参加

組織対策委員会

１、物資斡旋について
　日常の業務に必要な物資は賛助会員様からご紹介いたしま
す。また、年末年始に大切なお客様への気持ちで贈る粗品のパ
ンフレットをお届けいたしますので、ご覧いただき、ご検討をお願
い致します。
２、松江杯ゴルフ大会開催について
　親睦を目的とした松江杯ゴルフコンペは、今回で第10回目の
節目となり、去る10月8日（水）蓼科東急ゴルフコースにて行われ
ました。毎回このコンペにご支援をいただいております松江様に
感謝申し上げます。
　この節目に松江様に感謝の気持ちをお伝え致したく、多くの
方にご参加をお願いしたところゴルフコンペに25名、後のホテル
親湯で行われた表彰式ならびに懇親会にも25名の参加をいた
だき、松江様を囲んで楽しい一夜を過ごし、また来年の再会を誓
い合いました。
　ご参加をいただきました皆様、本当にありがとうございました。
３、講演会、研修会について
　来年、平成27年2月4日、松本市で行われる新年理事会にて
講演会を予定しております。

４、共済関係事業について
　保険会社と全飲連が提携した団体契約の保険や共済制度
を活用し、飲食業者向けの各種保険は団体割引により、安い掛
金で大きな補償が得られます。団体所得補償保険は、大きな病
気やケガでお仕事ができない時、最長一年間、月々 の所得を補
償するものです。
　全飲連総合賠償共済制度はノロウイルスにも対応しており、
食中毒賠償と総合賠償が一つになった、お得な共済制度で
す。他にも交通傷害保険、自動車保険、がん保険など充実して
いますので是非ご加入下さい。
５、全飲連全国大会への参加について
　本年度は6月11日（水）に秋田県で開催され、県からは12名の
参加を頂き、全国大会を盛り上げて参りました。『美人・美酒・美
食』をテーマに、オープニングアトラクショ
ンは、なまはげ郷神楽に始まり、開会式
典、表彰式に続き大会宣言、大会スロー
ガンを決議しました。
　終わりに、来年度53回全国大会を担
当する福島県へ引き継がれ『一期一会』
をテーマに福島県飯坂温泉『パルセいい
ざか』にて、平成27年6月24日（水）と決定
しています。東日本大震災復興半ばの福
島県に元気になって頂けるよう、多くの皆
様のご参加をお願い申し上げます。

　この６項目の事業計画を推進して行く訳ですが、まずは４番
の単組の組織の見直しをして強化して行く。カラオケ加入店、
　

一般加入店と区別してプロットする。未加入店舗に対してどう
したら加入してくれるのか検討する。単組組合の組織長とのコ
ンタクトを取り、支部にて把握して行く。これは、６番目の未加
入者の加入促進も同じです。
　組合員に組織として何をしたら加入をするのか追求して行く。
一般会員のメリットも現状では少ないが、ガソリン優待カードを
さらにメリットのあるものに検討、推進して行きたい。
　上部団体組織と言うものは保険の団体割引ように、何か特
典が目に見えないと加入促進強化するには難しいと思われる。
それを踏まえ、 単組の土台から強化して行きたい。

　全国飲食業生活衛生同業組合連合会では消費税軽減税率の
適用。簡易課税制度の拡充の導入について８月２９日に行われた、
与党税制協議会へ当連合会の意見を踏まえ、意見出しを行いま
した。

 １、消費税軽減税率の導入検討では「飲食料品」に対し
ては基本的には導入を要望いたします。一方で、実際に軽
減税率が導入されると、事務処理が煩雑になるという問題が
あります。飲食業界では個々の店舗において IT 化が進んで
おらず、複雑な処理に対応できず多くの混乱が予想されます。
　このため、軽減税率導入の時期は明示せず、導入を決
定してから一定期間の準備、周知期間を設けるなどとし、

事務負担の軽減を図るための観点から、簡易課税制度の拡充も
併せて要望します。
　尚、消費税関連として、中小零細事業者の多くは価格転嫁
対策が充分図れないことから免税店を現行の１千万円から３千万
円に引き上げてもらいたい。
　組合員の皆さんに取り急ぎ〝お知らせ″を生同だよりにて出来まし
た。どうかこの活動を飲食業の皆様にお知らせいただき、この開
陳された意見出しが実現できますよう、祈念する次第です。
　　　　　　　　　　　　　　　 　（理事長　荻原 好　記）
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全室から北アルプスと美しい松本の城下町
を一望。
県下最大級の内湯、開放感溢れる庭園露天
風呂やジャクジー風呂、絶景の足湯、そし
て贅沢な貸切露天風呂があり、５種類もの
温泉をお楽しみいただけます。

〒390-0221 長野県松本市里山辺 527
■予約専用■ (0263)38-7755
(0263)38-7711  FAX(0263)38-7700 www.hotel-shoho.jp

美ヶ原温泉

26 年度の事業方針は
　　　　5 つの事業に取り組みます

与党税制協議会　平成２６年８月２９日（金）９時４５分～
　座　　長　野田　 毅（自由民主党税制調査会長）
　座長代理　斉藤 鉄夫（公明党税制調査会長）

１、組合員の意識の高揚
２、振興計画による振興事業等の推進
３、自主管理に関すること
４、各支部内の単組の組織強化に関すること
５、会員の擁護に関すること
６、未加入者の加入促進に関すること
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会 員 の お 店 紹 介

産業フェア
　　　in 善光寺
10/24・10/25
長野ビッグハット

で開催 !!

　お店は、長野市の中心からやや東に位置する R19 号線からバイ
パスに抜ける高田にあります。
　12 時のチャイムとともに近隣の会社員の方をはじめとするお客
様で、お昼時は満員です。メニューも多数、定食など男性にも満足
していただけるボリュームです。
　2 階の御座敷で宴会もできます。皆さんの集まり、またご家族で
もどうぞ！

　安曇野市穂高の広域農道から入ってすぐ、昭和53年にオープンし
たお店
　定番のハンバーグ・カレー・スパゲッティー 
　お子様、女性にも人気！ 昔ながらの洋食屋さんです。
　是非一度、お越し下さい。

１セット  70分   飲み放題
  (焼酎・ウィスキー・ソフトドリンク)
カラオケ無料
お一人様 ￥4,000-
お二人様～ ￥3,000- 

長野市高田338  電話 026-226-4240 長野市権堂町2363  電話 026-234-7172
スナック

エンジョイ

みゆき

田舎の洋食屋 レストランアベ

食事処 乙  妻

営業時間 11：00 ～ 15：00
 17：00 ～ 21：00
定  休  日 日曜定休

営業時間 11：00 ～ 15：00
 17：00 ～ 21：00
定  休  日 日曜定休

ビルアミーゴ102

営業時間
  11：00 ～ 15：00
  17：00 ～ 21：00
定 休 日   不定休
テーブル 30席
駐車場 15 台

営業時間  19：00 ～ 24：00

安曇野市穂高8148-6 電話 0263-82-6047 松本市中央1-2-11  電話 0263-36-3046
小沢ビル3F東

スナック

OPEN   PM8:00 ～
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会 員 の お 店 紹 介

　佐久インターチェンジより 1 分、佐久長聖中学校横に位置する
洋食レストラン。
　オムライス・パスタ・ピザ・グラタン等定番メニューから大小
宴会料理まで幅広く対応致します。
　10 時より 22 時まで休憩時間なしにて営業中、『ながの子育て
家庭優待パスポート事業』に協賛し、小さな子供さん連れには優待
サービスもございます。

　真田三代の郷信州上田で現在地に開業五十年、地域の皆様に愛さ
れ順調に発展してきました。
　「まごころのサービス ・ お食事とお酒」 のキャッチフレーズで、
昼は定食 ・ 麺類、 夜はスナック道でカラオケの音響効果抜群が
評判です。

　飯田駅から歩いて５～６分、少し路地に入ったところに
大きなふぐの看板が目印です。

　ふぐ料理のほか

日本料理・天ぷら・うなぎ

いろいろ季節の料理が豊富

です。

　魚介類は毎日、名古屋の

柳橋から入荷します。

カフェレストランマロニエ
佐久市岩村田3738-5 電話 0267-68-1330 上田市中央3-1-9　電話0268-23-3234

道スナック

営業時間 11：30 ～ 14：00
 17：00 ～ 22：00
定  休  日 不定休

割 烹 にしべ
飯田市中央通り3-2　電話0265-22-7011 伊那市旭町1906  電話 0265-73-4000

ラウンジバイオレット
バイオレット第3ビル1F

営業時間 11：30 ～ 14：00
 17：30 ～ 23：30
定 休 日 日曜・祭日の午前中
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　組合の活性化と組合員の経営安定化を図るべく組合活動に取
り組み、その一環として組合の HP を立ち上げると共に、キャ
ラクターの制作等を通し組合の認知向上を図り、活性化にも貢
献できるよう PR活動をしてまいりました。

　 ホームページ上への掲載費用 （おもに賛助会員様用）
　　組合ホームページトップページの
　　　「バナー広告」 　年間10,000円

　 独自のホームページを持っている店舗
　　毎月500円の広告宣伝料、了承後、組合サイトへリンクを促す

　 新規ホームページを作成するお店
　　初期ホームページ作成費　5,000円
　　毎月500円の広告宣伝料ということを了承の上、ホームペー
　　ジに載せたい資料・写真を事務局へ送付してもらう

　おいしい水は緑茶・紅茶・コーヒーの味を引き立てます。
電解還元水は沸かさなくてもそのままでお茶が良く出ます。
電解還元水でご飯を炊くと、炊き上がりがふっくらで、おいし
くなります。
　不純物の少ない水はお酒の味をほとんど変えません。
煮物の素材をふっくらとやわらかく仕上げます。
調理用の水だけでなく、調理素材のアク抜きにもお使いいただ
けます。
　昆布や鰹節等のダシを取るときにお使いいただくと、濁りの
ない透明感のある上質な味のダシが取れます。

　最近は健康の維持に関する意識がますます向上して、手作り料理
の必要性はもとより、バランスの摂れた食事、栄養を損なわない調
理法が重要視されております。
　また長年に渡り大問題になっている電磁マイクロ波においても
不安解消の出来る調理器の使用などもお店のＰＲになることは確
実であると思われます。

　厨房で滑りにくい履物と生ごみ処理機を推奨しています。
滑りにくい履物は「ながのん」のマスコットキャラクターでお
世話になっているＥＣＯの製品で、冬の雪道や凍った道路で
も活躍します。
　生ごみ処理機は、家庭用の２kg処理から業務用の１t処理機
まで揃います。

　事業委員会では、早くから、日本トリムの電解水素水整水器
「トリムイオンNEO」や、電磁誘導システムではないホーマック
の調理器（エンクローズドヒーター・スチームオーブン等）また、
微生物処理の生ごみ処理機など地球に易しい製品を差別化の一
端として推奨してまいりました。
「お客様と時代の ニーズ」をとらえて社会環境を見据えた「安全・
安心のＰＲができる製品」であることは言うまでもありません。
　皆様独自のお店の特徴をホームページ上で宣伝に活用するの
は勿論の事です。
他店との差別化を図り末永い事業の展開・遂行・発展を目指し邁
進いたしましょう。
 
　各推奨商品については事業委員長か県事務所にお問い合わせ
ください。
各支部または単組に出向き説明会を開催致します。

以上ですが
事業委員会では飲食業は非常に素晴らしいビジネス形態である
と捉えています。素晴らしいと認識して取り組んだビジネスな
のに、なぜ閉店や開店休業状態が出てしまうのか？ 

どんなに私たちが素晴らしい商品を伝えようとしても、過去の
飲食店や食品メーカーの行ってきた偽装行為や違法行為が飲食
業の業界全般に暗い影を落とし、なかなかあなたの想いは伝わ
らないかもしれません。

しかし、 問題はあるけれど、魅力あるビジネスなのです。

では、もし、新聞折り込み広告やテレビコマーシャルのようにお金
をかけなくても集客できるとしたら
あなたはどう思われますか？ 成功できそうですか？ 
それなら

食事するには・飲み会は・友達と行くには・家族で行くには・彼女
と行くには・・・・この店は面白そうだとか・・・・こんなところで努
力しているのか・・・・どんな味だろう・・・・など
お客様は、さまざまな状況でお店を探し選んでいます。
条件に当てはまる様な特徴があれば即ご来店いただけます。

事業委員会・ホームページ作成委員会の事業

他店との差別化を図り
　　ＨＰにて宣伝することはとても効果的です！

水を替えるだけで味の差別化ができるようだ

調理法の差別化（安全・安心など関心が高い）

厨房の安全安心・清潔

　この頃では当たり前になりましたが、禁煙・分煙の環境問題
も重要だと思います。なかなか禁煙に踏み切れない店舗では、
分煙施設に補助金も出ています。
　飲食生同では、JTさんにも協力いただけますのでご利用く
ださい。

店内の環境

①作成会社を変更したことにより年間管理費用を削減しました
②ブログタイプHPの導入 ⇒ 手軽にスマホからでも更新できます
③会員HPの増加 ⇒ キャラクター「ながのん」の認知度アップ

ご意見・要望・質問はメールか電話にてお寄せくださいませ。
info@e-kankyo.net   TEL 080-3488-7636

事業委員会委員長　武田雅成

・
・
・
・
・
・
・
・

しかし、世の中の変化は想像以上に早くスマホの普及が進みました。
これが何を意味するとお思いでしょうか？
お客様は勝手にお店を調べ来店先を決めているのです。
何度も言い続けていますが、看板のない店には来店しませんよ！
グーグルのストリートビューを見たことがありますか？
店舗の全景が見事に映し出されています。（ビル内のお店は残念）
ストリートビューはスマホやパソコンで確認することができます。
何のお店かは、店の看板であるＨＰより知ることができるのです。

そこで組合員の店の看板である
　　ホームページ開設の簡素化に取り組みました

一刻も早くお店の看板であるホームページを作りましょう
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TEL 026-254-7768
FAX 026-286-3339
TEL 0263-32-9240
FAX 0263-35-2483
TEL 0263-72-2562
FAX 0263-72-1569
TEL 026-224-6211
FAX 026-224-1881
TEL 026-222-1071
FAX 026-222-4130
TEL 0268-24-5522
FAX 0268-24-5531
TEL 0268-42-0607
FAX 0268-42-0596
TEL 026-263-1770
FAX 026-263-1773
TEL 0268-35-0046
FAX 0268-36-3707
TEL 026-224-3355
FAX 026-224-1558
TEL 026-293-1920
FAX 026-293-1920
TEL 026-286-2801
FAX 026-286-2835
TEL 026-224-3311
FAX 026-224-3414
TEL 026-228-5331
FAX 026-228-5556
TEL 026-221-1234
FAX 026-221-1333
TEL 026-267-8560
FAX 026-267-8561
TEL 026-268-2355
FAX 026-268-2582
TEL 026-231-6221
FAX 026-213-6275
TEL 027-330-3304
FAX 027-330-3232
TEL 026-272-0333
FAX 026-273-4584
TEL 0263-87-6738
FAX 0263-87-6739

TEL 0263-32-5170
FAX 0263-32-5170
TEL 026-235-3333
FAX 026-235-3365
TEL 026-269-8800
FAX 026-269-8813

竹の響
竹割箸

飲料

わさび

飲料

酒類

繊維製品
厨房用品
ゴム製品
滑らない靴

米類

酒類

海苔

厨房排気設備
メンテナンス
業務用調味料
加工食品

飲料

飲料

業務用食品卸
販売
電解水素水
整水器
業務用
クリーングッズ
各種印刷
サービス

酒類

麺類

色素・香料
その他添加物

飲食店組合

宿泊・宴会

委託給食
受託給食

〒381-2206 長野市青木島綱島
字梵天浦 637-2
〒390-0814 松本市本庄 1-3-10
大同生命松本ビル７Ｆ
〒399-8205
安曇野市豊科 4932
〒380-0921 長野市栗田 991-1
イーストゲート長野５階
〒380-0912
長野市稲葉日詰沖 1421-2
〒386-0041
上田市秋和 237-6
〒386-0404 上田市上丸子 299-13
丸子土地テナントB号
〒381-0025
長野市北長池 1894-2
〒386-0407
上田市長瀬 2999-1
〒380-0928
長野市若里 6-5-30
〒388-8002
長野市篠ノ井東福寺 431
〒381-2213
長野市広田 103
〒380-0836
長野市南県町 1081
〒380-0836
長野市南県町 1040-1
〒381-0022
長野市大豆島 2929
〒380-0824 長野市南石堂町 1293
長栄南石堂ビル 3F
〒380-0913
長野市川合新田 2060
〒380-0815 長野市鶴賀田町 2090-5
ブリランテサクラ 301
〒370-0849 群馬県高崎市
八島町 265 イノウエビル４F
〒387-0007
千曲市大字屋代 2783 番地
〒399-0034
松本市野溝東１丁目 17-10

〒390-0874 松本市大手 1-3-31
松本事務局
〒380-0838
長野市県町 528 番地
〒380-0921
長野市栗田 8-1

滝沢食品株式会社

株式会社ヨシオカフーズ

松本飲食店組合

株式会社長野ホテル犀北館

株式会社ミールケア

賛助会員名簿一覧（加入順）
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インヘックス

平成27年2月4日（水）
松本市 『ホテル翔峰』にて
新年理事会を開催します！
賛助会員・特別会員様も
是非ご参加下さい！

今後の予定
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私
が
組
合
の
女
性
部
長
の
宮
崎
と

申
し
ま
す
。
常
日
頃
、
皆
様
に
は
、

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

女
性
部
と
し
て
の
活
動
は
、
昨
年
、

松
江
杯
ゴ
ル
フ
大
会
の
準
備
等
、
福

祉
厚
生
委
員
会
に
協
力
し
、
参
加
い

た
し
ま
し
た
。

　

支
部
組
合
組
織
内
に
お
い
て
は
、

若
い
経
営
者
、
女
性
経
営
者
の
相
談

に
の
り
、
組
合
員
の
増
強
に
も
努
め
て

お
り
ま
す
。
県
全
体
を
み
て
活
動
す

る
こ
と
は
、
今
の
段
階
で
は
多
少
、

無
理
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

私
の
上
小
支
部
で
は
、
今
期
の
目
標

は
、
組
合
員
の
増
加
に
努
め
る
こ
と
が  

一 

番
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
支
部
総

会
後
も
、
着
実
に
結
果
を
出
し
て
お

り
ま
す
。
八
月
中
に
入
会
し
た
数
は
、

十
三
人
で
し
た
。

　

店
が
開
店
す
る
と
同
時
に
組
合
加

入
を
勧
め
、
ジ
ャ
ス
ラ
ッ
ク
の
手
続
き
、

各
種
保
険
等
の
説
明
を
し
ま
す
。
開

店
準
備
段
階
で
は
、
融
資
の
相
談
に

も
の
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
つ
こ
つ

行
動
し
て
行
く
事
が
、
良
い
結
果
に

繋
が
る
と
い
う
信
念
を
持
ち
、
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
支
部
年
計
画
の 

一 

つ
で

も
あ
り
ま
す
講
演
会
、
昨
年
は
、
弁

護
士
の
滝
沢
修 

一 

先
生
を
お
迎
え
し

て
、
実
施
し
ま
し
た
。
四
十
数
名
の

参
加
で
好
評
で
し
た
。

　

今
年
は
、
十
一月
六
日
に
香
青
軒
に

於
い
て
、
行
政
書
士
の
向
田
先
生
を

　

講
師
と
し
て
、
講
演
会
を
開
催
す
る

予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
も

都
合
の
つ
く
方
は
、
是
非
お
出
掛
け

下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
各
支
部
で
の
活
動
が
実

に
な
り
、
県
全
体
へ
と
広
が
り
、
活

気
づ
く
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
皆
様

も
、
各
支
部
で
の
目
標
を
き
ち
ん
と

決
め
、
活
動
し
て
い
け
ば
、
良
い
結
果

が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

で
き
れ
ば
、
各
支
部
か
ら
女
性
部

員
を
推
薦
し
て
も
ら
い
、
女
性
部
だ

け
の
会
議
を
持
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
女
性
経
営
者
が
多
い
こ
の
組
合

だ
か
ら
こ
そ
、
女
性
の
考
え
方
を
出

し
合
い
、
組
合
の
発
展
に
努
め
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
か
ら
も
、

女
性
部
に
対
す
る
意
見
等
あ
り
ま
し

た
ら
、
是
非
、
県
事
務
所
へ
御
連
絡

を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
、
女
性
部
と
し
て
の
活

動
が
、
目
に
見
え
て
い
な
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
ど
う
ぞ
、
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
新
聞
を
読
ん
で
頂
く

た
め
に
ど
ん
な
工
夫
を
し
た
ら

い
い
の
か
？

　
「
組
合
員
の
関
心
事
」「
知
り
た
い

情
報
」「
読
み
や
す
さ
」
な
ど
、
構
成

や
記
事
の
内
容
か
ら
検
討
し
ま
し
た

が
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
い
か
な
い

事
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

掲
載
し
た
い
記
事
が
集
ま
ら
ず
、

時
間
が
ど
ん
ど
ん
過
ぎ
て
い
く
。
記
事

を
執
筆
さ
れ
た
方
々
に
感
謝
し
な
が

ら
や
っ
と
で
き
た
次
第
で
す
。

　

記
事
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
方
、
集

め
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ

に
お
仕
事
を
お
持
ち
の
中
で
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
い
ま
ま

で
も
自
分
で
熟
読
し
て
い
た
の
か
疑
問

で
す
が
、
身
近
な
情
報
が
満
載
で
す
。

　

本
年
度
よ
り
生
同
組
合
活
動
の

「
推
進
月
間
」
が
１１
月
と
制
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
多
く
の
皆

さ
ん
に
熟
読
い
た
だ
き
、
今
後
の
活
動

の
た
め
に
も
感
想
を
寄
せ
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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委
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